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●プロジェクター、映写機などの
　防振、安定設置に ●パソコン本体および周辺機器、医療機器、

　検査機器などの防振、騒音対策に

●各種測定装置、光学機器の
　防振、性能向上に

軽量機器の防振用に開発されたコンパクトタイプ
音響装置のハウリング対策にも優れた効果を発揮します。

定尺サイズ：80×80×9t mm
4枚1セット

●各種スピーカー、オーディオセットの
　防振、ハウリング対策、音質向上に

ラブロックの防振性能はそのままに、より軽量の荷
重に対応するよう小型化、薄型化をはかりました。
家庭用をはじめ、オフィス、商店、医療現場など、
広い範囲でお使いいただけます。

ばね特性

ラブロックミニの必要面積計算

「小さな実力派」ラブロックミニは、こんなところで活躍します。

耐油Nタイプ／厚さ9mm

128kg
0.1～0.5kg/cm2

1cm2あたりの耐荷重

1セットの最大荷重

※（財）化学物質評価研究機構の試験による

（kg/cm2）
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機器重量
耐  荷  重

＝必要面積

６.４kgの機器に耐荷重0.1kg/cm2で使用すると
必要面積は64cm2。つまり定尺1枚で十分です。

〈例〉
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選んだラブロックの耐荷重
（kg/cm2）

ラブロックの
必要面積（cm2）

必要面積計算法

ラブロックの
一般的な使用方法

ラブロックは必要なサイズに切断してお使いいただけます。
帯のこ盤、カッターなどでお切りください。
ラブロックの大量切断・穴あけ加工は、下記へ直接御用命ください。

（株）片桐ゴム加工所 TEL.（03）3626-4556　FAX.（03）3626-4558
〒130-0011　東京都墨田区石原4-35-16

支点の下にラブロックを敷きます。
アンカーボルトは不要です。

ラブロックの下に鋼板を敷き、その下に
くさびを挟みます。

支点の下に鋼板を敷いて支点面積を
拡げます。

ワッシャーの下と支点の下に敷きます。
ナット手締め後、1回転増締めし
ダブルナットにします。

通常の設置

レベル出しの場合

ボルト締めの場合

支点面積が小さい場合

振動防止のポイントは、正しいタイプ選びと計算から。
お使いの機械に最適のタイプを選び、下記の計算式にあてはめてください。

※機械を安定させるために、支点の回りに必ず1cm以上よけいに使ってください。
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